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—
—

駐
日
大
使
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く
一
年
半
で
す
。

大
使　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
日
本
関
係
の
テ
ー
マ
は
、「
共
通
の
未
来

を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
（Sharing a Com

m
on Future

）」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
駐
日
大
使
就
任
時
に
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
大
統
領

か
ら
私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
は
、
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
関
係
を
さ
ら

に
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
日
本
と
の
関
係
を
通

じ
て
、
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
回
復
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
、
②
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
、
③
日
本
に
住
む
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
民
を
守
る
こ
と
、
④
地
域
に
お
け
る
多
国
間
の
協
力
枠

組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
私
が
大
使
と
し
て
優
先
す
べ
き
仕
事
で

駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
使

ヘ
リ
・
ア
フ
マ
デ
ィ

駐
日
大
使
は
、
各
国
の
正
式
代
表
と
し
て

日
本
に
常
駐
す
る
唯
一
の
存
在
。

大
使
の
目
に
、
日
本
外
交
は
ど
う
映
る
の
か
。

世
界
第
四
位
の
人
口
を
誇
り
、
今
年
の
Ｇ
20
、

来
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
議
長
国
を
務
め
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
使
に
聞
く
。
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イ
ン
ド
太
平
洋
の
平
和
と
繁
栄

日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
関
係
が
貢
献 駐

日
大
使
は
語
る
②

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
】
小
南
有
紀
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す
。

　

個
人
的
に
は
、
現
代
的
で
あ
り
な
が
ら
日
本
の
伝
統
が
し
っ
か
り

と
根
付
い
て
い
る
東
京
で
働
け
て
、と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

時
間
が
あ
る
と
き
に
は
、
街
を
散
策
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

—
—

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ど
ん
な
国
か
、
読
者
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

大
使　

ま
ず
政
治
に
関
し
て
い
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
民
主
主
義

国
で
あ
り
、
大
統
領
と
副
大
統
領
は
国
民
に
よ
る
投
票
で
選
ば
れ
ま

す
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
や
バ
リ
民
主
主
義

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
場
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
民
主
主
義
や
法
の
支

配
、
人
権
と
い
っ
た
価
値
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
理
・
文
化
の
面
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
万
七
五
〇
四
も
の

島
々
か
ら
な
る
世
界
最
大
の
群
島
国
で
あ
り
、
多
様
性
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
世
界
第
四
位
の
人
口
（
二
億
七
〇
〇
〇
万
人
以
上
）
の
中

に
一
三
四
〇
以
上
の
民
族
集
団
を
抱
え
、
七
一
八
も
の
言
語
が
話
さ

れ
て
い
ま
す
。
宗
教
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
最
多
の

ム
ス
リ
ム
人
口
を
抱
え
る
国
で
す
が
、
信
教
の
自
由
が
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
重
視
し
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は「
パ
ン
チ
ャ

シ
ラ
」（
神
へ
の
信
仰
、
人
道
主
義
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
統
一
、
民

主
主
義
、
社
会
的
公
正
）
と
い
う
五
つ
の
原
則
を
国
是
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
原
則
の
も
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
は
一
つ
に
結
び

つ
い
て
お
り
、
繁
栄
を
享
受
し
て
い
る
の
で
す
。

実
を
結
び
つ
つ
あ
る
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

—
—

一
九
五
八
年
の
外
交
関
係
樹
立
以
来
の
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

関
係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

大
使　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
、
日
本
は
最
も
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
両
国
関
係
は
発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
の
首
脳
会
談
で
発
表
さ
れ
た
共
同
声
明

「
平
和
で
繁
栄
す
る
未
来
へ
向
け
て
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

は
、
貿
易
・
投
資
・
開
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
協
力
を
深
化

さ
せ
る
重
要
な
契
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
貿
易
面
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
日
本
は
三
番
目
に

大
き
な
輸
出
相
手
国
で
あ
り
、
輸
出
額
は
一
兆
六
五
〇
〇
億
円
以
上

（
二
〇
年
）
に
上
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
（
〇
八
年
発

効
）
や
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
協
定
に
基
づ
い

て
、
両
国
の
強
固
な
貿
易
関
係
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
と
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
面
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
海
外
直
接
投
資

の
う
ち
、
日
本
か
ら
の
も
の
は
最
大
規
模
で
す
。
二
〇
年
一
一
月

に
は
雇
用
創
出
法
（
い
わ
ゆ
る
「
オ
ム
ニ
バ
ス
法
」）
が
施
行
さ
れ
、
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外
資
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
投
資
す
る
利
点

は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
今
年
一
月
に
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
関
す
る
協
力
覚
書
」
が
交
わ
さ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
の
協
力
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
二
〇
六
〇
年
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
達
成
を
宣
言
し

て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
日

本
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
と
の
協
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

—
—

両
国
の
国
民
同
士
の
交
流
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

大
使　

国
民
同
士
の
文
化
的
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
デ
ー
（
Ｉ
Ｆ
Ｄ
）」
と
い
う
一
連
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
一
年
間
を
通
じ
て
、

東
京
だ
け
で
な
く
、
大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
、
札
幌
、
仙
台
、
水
戸
、

横
浜
、
沖
縄
、
気
仙
沼
、
熊
本
、
静
岡
と
い
っ
た
都
市
で
Ｉ
Ｆ
Ｄ
を

開
き
、
日
本
の
皆
様
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
国
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、今
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｄ
は
、

来
年
の
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
外
交
関
係
樹
立
六
五
周
年
に
向
け
た
、

記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

—
—

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
共
通
点
の
一
つ
に
、
自
然
災
害
が

多
い
国
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

大
使　

自
然
災
害
は
一
国
だ
け
で
対
処
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
他

国
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
過
去
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
日

本
政
府
は
防
災
・
減
災
の
た
め
の
財
政
支
援
や
技
術
支
援
を
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
提
供
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
は

被
災
者
の
た
め
の
緊
急
支
援
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
防
災
・
減
災
の
分
野
に
関
し
て
、
両
国
は
二
国
間
だ
け

で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
も
さ
ら
に
協
力
を
強
化
で
き
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

—
—

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
で
は
、
両
国
は
ど

の
よ
う
に
協
力
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

大
使　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
日
本
か
ら
た
く
さ

ん
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
二
一
年
に
は
約
四
一
五
万
回
分
、
今

年
一
月
に
は
約
二
七
二
万
回
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
か
ら
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
供
与
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の
間
で
培
わ

れ
て
き
た
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
具
体
的
な
形
で
結
実
し
た

と
い
う
点
で
意
義
深
い
も
の
で
す
。

　

日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
間
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
協
力
は
、
医
薬
品

お
よ
び
医
療
機
器
、
人
材
育
成
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
情
報

技
術
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
年
一
〇
月

に
は
、
保
健
分
野
に
お
け
る
協
力
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、
高
齢
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
環
境
衛
生
ま
で
も
が
協
力
分
野
に
含
ま
れ
ま
し
た
。

二
一
年
八
月
に
は
、
医
療
製
品
規
制
で
の
協
力
に
関
す
る
覚
書
に
も
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署
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
中
で
、
日
本
と
の
協
力
が
着
々
と
実
現

し
て
い
る
こ
と
を
と
て
も
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
太
平
洋
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に

—
—

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
二
〇
二
二
年
に
Ｇ
20
、
二
三
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
議
長
国
を
務
め
ま
す
。

大
使　

東
南
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
Ｇ
20
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
果
た
せ
る
役
割
は
大
き
い
は
ず
で
す
。
Ｇ
20
議
長
国
と

し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、「
と
も
に
回
復
す
る
、
よ
り
強
く
回
復

す
る
（Recover T

ogether, Recover Stronger

）」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
医
療
や
教
育
、
国

際
貿
易
な
ど
社
会
の
ほ
ぼ
全
て
の
側
面
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
議
長
国
と
し
て
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
、
②
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
、
③
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
三
本
柱
で
、
Ｇ
20
を
リ
ー

ド
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
三
年
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
連
結
性
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
競
争
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
が
よ
り
平
和
で
繁
栄
し

た
地
域
と
な
る
た
め
に
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・

ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
を
主
導
し
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｏ
Ｉ

Ｐ
の
主
要
な
協
力
領
域
は
、
海
洋
協
力
、
連
結
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
経

済
協
力
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
領
域
で
協
力
を
進
め
る
こ

と
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
全
体
の
利
益
に
適
う
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
来
年
二
〇
二
三
年
は
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力

五
〇
周
年
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
外
交
関
係
樹

立
六
五
周
年
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の
緊
密
な
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
私
は
駐
日

大
使
と
し
て
、
両
国
の
さ
ら
な
る
協
力
と
友
好
の
発
展
に
尽
力
し
て

い
く
所
存
で
す
。
●

2022〜 23 年、インドネシアはG20、ASEANの議長
国を務める。今年 2月のG20 財務相・中央銀行総裁
会議で演説するジョコ・ウィドド大統領（代表撮影／ロ
イター／アフロ）




